
  

 

      社会インフラにおける鋼構造・ 

鉄鋼材料の歴史・現状・将来展望 

             第 225・226回西山記念技術講座 

 ▼ ２０１６年６月１０日(金) (大阪)  

 ▼ ２０１６年６月１７日(金) (東京)  主催(一社)日本鉄鋼協会 
 

講座の視点  
 日本における社会インフラの構築に鋼構造・鉄鋼材料が果たしてきた役割は極めて大きく、また逆に社会イン

フラに対するニーズが鉄鋼材料の高性能化を促す大きな原動力となってきた側面も存在する。社会インフラの老

朽化が進み、その再生・強化に社会的関心が高まっている現状に鑑み、本講座では社会インフラ分野における鋼

構造・鉄鋼材料の果たしてきた役割や現状について歴史的推移から最近の開発事例まで幅広く解説する。本講座

を通じて社会インフラにおける鋼構造・鉄鋼材料が今後どのような方向に進んでいくべきかについて土木建築サ

イドと材料サイドの双方の視点から議論する場を設けることを目的とする。 

協  賛: (公社)応用物理学会、(公社)化学工学会、(公社)計測自動制御学会、(一社)資源・素材学会、(一社)電気学会 
 (50音順) (公社)土木学会、(一社)日本機械学会、(公社)日本技術士会、(一社)日本橋梁建設協会、(公社)日本金属学会 
  (一社)日本建築学会、(一社)日本鋼構造協会、(公社)日本材料学会、(一社)日本塑性加工学会、日本中性子科学会、 
  (一社)日本熱処理技術協会、(公社)日本分析化学会、(一社)表面技術協会、(公社)腐食防食学会、 
  物質・材料研究機構、(一社)溶接学会 

１．日時・場所：第２２５回 ２０１６年６月１０日（金）9:00～16:30 受付時間：8:45～15:40 
   大阪：CIVI研修センター 新大阪東 Ｅ７０５会議室（大阪市東淀川区東中島1-19-4 新大阪NLCビル7階） 

   第２２６回 ２０１６年６月１７日（金）9:00～16:30 受付時間：8:45～15:40 
   東京：早稲田大学 西早稲田キャンパス 63号館2階(大会議室)（東京都新宿区大久保3-4-1） 

２．内容および講演者、司会者 

司会者：土谷浩一（物質・材料研究機構） 
1)  9:00～10:00 社会インフラにおける鋼構造の重要性－歴史を踏まえて－ 

早稲田大学 理工学術院 創造理工学部 社会環境工学科 教授 依田 照彦 
2) 10:00～11:00 鋼構造とそれを支える鋼材の発展と今後の展望 

新日鐵住金(株) 技術開発本部 フェロー 菅野 良一 
3) 12:00～12:50 鉄道構造物における鋼構造の利用状況と鋼構造への期待 

東日本旅客鉄道(株) 執行役員 構造技術センター所長 野澤 伸一郎 
4) 12:50～13:40 エネルギー分野を支える高性能溶接構造用鋼材と将来展望 

東京大学 大学院工学系研究科 システム創成学専攻 准教授 川畑 友弥 

司会者：大阪開催；菅野良一（新日鐵住金）、東京開催；依田照彦（早稲田大学） 
5) 14:00～14:50 新しい耐疲労鋼の設計指針と制振構造への適用および将来展望 

物質・材料研究機構 構造材料研究拠点 振動制御材料グループ グループリーダー 澤口 孝宏 
6) 14:50～15:40 土木構造物における鋼構造研究の現状と将来 

大阪大学 大学院工学研究科 地球総合工学専攻 教授 奈良 敬 
7) 15:40～16:30 社会インフラ構造物の維持管理・長寿命化のための材料技術 

物質･材料研究機構 構造材料研究拠点 拠点長 土谷 浩一 

３．講演内容 

1)「社会インフラにおける鋼構造の重要性－歴史を踏まえて－」                 依田 照彦 
 我が国の社会インフラの構築は、人と環境と社会を調和させつつ、安全・安心で豊かな社会を実現することを目的としてき

た。その結果、安全・安心な生活の維持、健やかに生きるための社会基盤施設の整備、自然と共生する社会・居住空間の創出

などを可能にした。本講座では、安全・安心で豊かな社会を実現するために必要な社会インフラの構築において、鋼構造が果

たした役割を鋼構造分野の特性と歴史性の観点から述べ、レジリエンス・リダンダンシーなどの重要概念を交えて持続可能な

社会を実現するために必要な鋼構造技術について現状と展望を述べる。 

2)「鋼構造とそれを支える鉄鋼材料の発展と今後の展望」                    菅野 良一 
 わが国初の鋳鉄製橋梁が建設された 1868年から約 150年余りの間で、日本は鋼構造分野で最も進んだ国の一つとなった。長

大橋や高層建築・タワーなどで世界に誇れる多様な鋼構造物を実現してきた背景には、高性能な鋼材の大きな貢献がある。日

本では鋼材性能の向上が鋼構造物の飛躍を促し、また逆に新しい鋼構造物の提案・建設が鋼材の技術革新を生んで来た。その

結果、日本の鋼材は強度・機能・断面などの各面で極めて多様性ある進化を遂げて来ている。本講演は、橋梁や建築を含む日

本の鋼構造物の発展過程とそれを支えた鋼材の技術革新を概観するものである。実用化された特徴的な鋼材の概要を鋼構造の

発展と関連付けて紹介すると共に、鋼材の強度ポテンシャルの大きさや他分野での挑戦例を示しながら、鋼構造の更なる発

展・進化の可能性を展望する。 

3)「鉄道構造物における鋼構造の利用状況と鋼構造への期待」                 野澤 伸一郎 
 日本の鉄道は開業から 140年以上経過したが、初期から鋼構造を使用してきた。現在、首都圏において経年 100年以上の鋼

桁が約 1,000連存在するなど、適切に塗装すれば鋼構造は耐久性があることも実証されている。また、スパンの変更に伴い架

替え対象となった橋梁の鋼桁においては、必要に応じて補強や改造を施して、別な場所で再び鉄道橋や道路橋として活躍して

いる例も多い。高度な都市化が進み、列車のスピードアップや高密度運転が図られる現在、鉄道の安全を確保しながらの鉄道
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施設の大規模改修、線路上空人工地盤建設、線路下構造物構築などに、鋼構造は無くてはならない存在となっている。これら

の例を紹介し、鋼構造への期待を述べる。 

4)「エネルギー分野を支える高性能溶接構造用鋼材と将来展望」                     川畑 友弥 
 大震災以降のエネルギーミックスの激変や再生利用可能エネルギーへの注目など、我が国に限らず世界の今後の持続的な社

会発展の基盤としてのエネルギー供給体制の在り方の検討も盛んにおこなわれており、同分野の主要構造材料である鋼材にと

ってもその行方は極めて重要である。現在までに天然ガスのサプライチェーン（採掘・輸送・貯槽）における各設備用鋼材、

風力発電関連、水力発電関連などそれぞれの用途・立地環境に最適化した溶接構造用鋼材が盛んに開発されている。本講演で

は、特に我が国における近年の高清浄度化技術、微細介在物利用技術を中心とした高度な製鋼技術やＴＭＣＰ（熱加工制御）

技術と、結果として付与される構造物としての高い破壊安全性・信頼性の例も紹介し、今後を展望する。 

5)「新しい耐疲労鋼の設計指針と制振構造への適用および将来展望」                   澤口 孝宏 
 地震を建物から守る技術は、従来の耐震構造から、振動工学を取り入れた制振・免震構造へと、その形態が多様化している。

「剛から柔へ」の設計思想の転換とも表現される建築構造物の新技術は、阪神淡路（1995年）、東日本（2011年）の二つの大

震災を経て、さらにその重要性が高まっている。本講演では、従来比約 10倍の低サイクル疲労寿命を有する新鋼材と、これを

用いた耐疲労制振ダンパー部材、およびその高層ビルへの適用事例を紹介する。また、新鋼材の開発のベースとなった、高 Mn

オーステナイト鋼や Fe− Mn− Si 系形状記憶合金について解説し、新しい耐疲労設計指針の他の成分系への適用可能性と、制振

構造という比較的新しい鋼構造の将来への期待について述べる。 

6)「土木構造物における鋼構造研究の現状と将来」                            奈良 敬 
 戦後の復興期から、高度経済成長期を経て、海外から奇跡の復興と称される発展を遂げた我が国の社会基盤整備を振り返る

と、鋼構造技術ならびにそれを裏付ける学術研究の貢献は大きい。しかし、成熟期に迎えて停滞期に入り、少子高齢化に伴う

人口減少を歩み始めた我が国の将来を考えた場合、社会基盤整備のあり方はこれまでの延長線上にないことは明らかである。

1.17 および 3.11 という未曾有の大震災の教訓も糧に、これまで蓄積されてきた土木構造物を対象とした鋼構造研究の成果を、

将来に活かすための展望を描くことが、今こそ重要である。これまでの成果を俯瞰し、鋼構造の将来展望について議論したい。 

7)「社会インフラ構造物の維持管理・長寿命化のための材料技術」                    土谷 浩一 
 高度成長期に造られた我が国の社会インフラの老朽化が著しく、既にいくつかの重大事故も起きている。国土交通省の予測

によると 2030年には維持管理・更新に要する年間コストが 16兆円を越える可能性があり、特に地方公共団体の財政の大きな

負担となる。この危機に対応するために 2014年 9月より内閣府による戦略的イノベーション創造プログラム(SIP)の 1課題と

して“インフラ維持管理・更新・マネジメント技術”が開始された。このプロジェクトではインフラ維持管理の為の点検・モ

ニタリング・診断技術、構造物劣化機構解明、補修・補強技術、ICRT、アセットマネジメント技術の開発を目的として広範な

研究が行われている。本講演では SIPプロジェクトで行われている研究を中心にインフラ維持管理と長寿命化に資する材料技

術の開発動向について述べる。 

４．参加申込み 
  ①事前申込は本会ホームページからのクレジットカード決済のみでの支払いとなります。 
   当日領収証をお渡しします。事前申し込みは５月３１日（火）までです。 
   事前申込された方が当日不参加の場合、返金はいたしません。講座終了後、テキストをお送りします。 
  ②当日申込は従来通り現金のみの対応となります。 

５．参加費（税込み、テキスト付） 
  会員８，０００円、一般１５，０００円、学生会員１，０００円、学生非会員２，０００円 
   注)会員割引は個人の会員のみ有効です。協賛団体の個人会員、学生会員も含みます。受付で本会あるいは協賛団体の会 
    員証をご提示下さい。 

 ★テキストは、最終講座終了後（２０１６年６月３０日以降）残部がある場合、鉄鋼協会会員価格、一般価格で販売いたします。テキス 

  ト購入のお申込みは、本会 HPをご覧下さい。 

  問合せ先：（一社）日本鉄鋼協会 学会・生産技術部門事務局 育成グループ 

        TEL: 03-3669-5933  FAX: 03-3669-5934 E-mail: educact@isij.or.jp  

（会場案内） 新大阪会場 ６／１０(金)       東京会場 ６／１７(金)  

     
 

CIVI研修センター 新大阪東 Ｅ７０５会議室 
 （大阪市東淀川区東中島1-19-4 新大阪NLCビル7階） 

 JR「新大阪」駅下車 東口から50m 

 地下鉄御堂筋線「新大阪」駅から徒歩5分 

 http://www.civi-c.co.jp/access.html 

早稲田大学 西早稲田キャンパス 

      ６３号館２階大会議室 
 （東京都新宿区大久保 3-4-1） 

ＪＲ線：高田馬場駅より徒歩 15分 

西武線：高田馬場駅より徒歩 15分 

地下鉄：副都心線西早稲田駅直結、東西線早稲田駅より徒歩 22分 

https://www.waseda.jp/top/access/nishiwaseda-campus 

 


